
平成１８年４月１４日

注 意 報

長崎県病害虫防除所長

平成１８年度病害虫発生予察注意報第２号

麦類 赤かび病

１．発生地域（対象地域） 県下全域

２．発生時期 ４月下旬以降

３．発生程度 多

４．注意報発令の根拠

（１）麦類の出穂期以降断続的に降雨があり、本病の発生に好適な条件が続いている。

（２）福岡管区気象台発表の４月１４日付けの気象予報によると向こう１か月の気温は平年並

か高い見込みであり、本病の発生が多くなることが予想される。

５．防除法等

（１）薬剤散布は防除適期である開花最盛期（出穂の概ね７日後）、二条大麦の場合は穂揃い

期に行う。１回目の防除から７～１０日後に２回目の防除を行うと防除効果が高まる。

（２）既に防除適期を迎えた圃場で薬剤散布を行っていない場合は早急に防除を行う。

（３）薬剤散布にあたっては使用基準を遵守する。なお、本病防除の主要薬剤であるチオファ

ネートメチル剤は昨年登録内容が変更され、使用時期及び使用回数が表２のとおりとなっ

たので注意する。

表１ 各品種の出穂期（総合農林試験場、諫早市）

品 種 名 出穂期（平年値）

ニ シ ノ チ カ ラ ４月 ３日（３月３１日）
ニ シ ノ ホ シ ４月 ３日（３月３０日）
イ チ バ ン ボ シ ４月 ３日（３月３０日）
御 島 裸 ４月１２日（４月 ７日）
チ ク ゴ イ ズ ミ ４月１１日（４月 ７日）
シ ロ ガ ネ コ ム ギ ４月１１日（４月 ７日）

注）平年値はH13～17年の平均

表２ チオファネートメチル剤の使用時期と回数

薬 剤 名 作 物 名 使 用 時 期 本 剤 の 使 用 回 数

トップジンＭ粉剤 小麦 収穫１４日前まで ３回以内
トップジンＭ水和剤 （ ）出穂期以降は１回以内

麦類（小麦を除く） 収穫３０日前まで


